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Abstract –Fashion coordination is one of the self-expressions, and choosing clothes is daily enjoyment. In 
choosing clothes, people consider various kinds of factors. Therefore, we are worried about what to wear every 
morning. This paper proposes the new technique to support everyday fashion coordination, using the multi-agent 
framework. Each software agent corresponds to each cloth, recommends itself to choose, based on the schedule, 
weather, and who is going to be met, of the day, the past experiences when the cloth was chosen, and so on. Each 
agent has its own character based on its color, which reflects to the way it recommends itself. This framework is 
implemented as the system named "Talkin'Closet." 
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1. はじめに 

人は毎日服を着る。人は元来、服を寒さ対策のために

着たのではない。社会を発達させる中で、社会の中での

自分の位置を示し、神を敬い、自己の思想を示すために、

着た。現在でも、制服やリクルート・スーツのように社

会での位置や場面を意識したり、パーティドレスやメイ

ド服のように自己主張や人に見せることを意識して、服

を選ぶこともある。一方、自分の好きな服を着ると気分

がよくなったり、いつもと違う服を着ることで気分を変

えることができる。そのような、自分の可能性を認識し

たり、自分を制御するために服を選ぶことも少なくない。

さらには、その日の天気予報に合わせて、湿度や雨、高

温、低温への対策としても服を選ぶ。このように、服選

びには様々な要因が関係し、選択を難しくしている。重

要な場であればある程、関連する要因を多方面から考慮

してしまい、決められなくなる。デートに着て行く服を

決められないという内容の歌が作られたりするのはこの

理由からである。最近では、自分に何が似合うのかとい

う個性の意識が強くなっており、これまでであれば場を

考えれば決められていたところにも個性を出さなければ

いけないという意識が強くなり、服選びやアクセサリー

選びがさらに難しくなってきている。 
本論文は、ユーザがクローゼットに行ったときに、そ

れぞれの服やアクセサリーに対応するソフトウェアエー

ジェントが、その日の天候、スケジュール、誰と会うか、

前回に着たときによいことがあったかどうかなどの多角

的な視点から、その服やアクセサリーを選ぶことが適切

であるということを主張し合う環境”Talkin’ Closet”を提

供する。これにより、自分ひとりでは考慮しきれない多

様な観点からの服選びが可能になるとともに、服やアク

セサリーの話を聞くというこれまでにない経験をするこ

とで、服選びを楽しいものにすることができる。ユビキ

タスからアンビエントへ、などと言われているが、「モノ

と直接的に対話する生活」のひとつの実現例として提案

する。 

2. 基礎的検討 

2.1 関連研究 
これまでにも、ファッションコーディネート支援のた

めのシステムは提案されてきた。 

例えば MyStylist®は、携帯型ゲーム機 PSP（プレイス

テーションポータブル）のゲームソフトで、女性のファ

ッションコーディネートを総合的に支援するファッショ

ンライフサポートツールである[1]。付属のカメラで自分

の洋服を撮影し、管理することができる。コーディネー

トのシミュレーションや予定や天気による着こなしの自

動推薦機能を搭載する。その他、ファッション辞典を搭

載し、パーソナルカラー診断が行えるなど、ファッショ

ン生活を総合的に支援する。 
吉村らのバーチャル･スタイリスト･プロジェクトでは、

ユーザは服のデータベースから主観や好みにあった服を

検索できる [2]。また、手持ちの衣服の画像があれば、そ

れに合うものを自動コーディネートする。身体画像から

抽出したデータと衣服の画像データを基に仮想的試着を

行うことも可能である。 
suGATALOG システムも、過去に自分が服を着た姿の

写真を用いて試着シミュレーションが行えるシステムで

ある[3]。 
しかしこれらの従来研究では、あくまでも計算機端末
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の前でシステムを利用することが想定されている。しか

し日常生活において計算機端末の前に坐る行為は自然な

流れではなく、「検索する」「調べる」という特別な意図

を持った行為として意図される必要がある。本研究は自

然な日常的行為の中でシステムが支援するという点で、

これらの研究とは一線を画するものである。 
NTT コミュニケーション研究所による環境知能「まっ

しゅるーむ」は、環境知能をキャラクター化して生活の

いたるところに棲まわせ、人の生活を支援する [4]。マル

チエージェントという枠組みで日常生活の中で支援する

という観点は本研究と通じるものであるが、特別なキャ

ラクターを用いてエージェントを実体化させる点で、日

常生活の中に異質な存在を持ち込み、ユーザに特別な意

識を持たせてしまうのではないかと危惧される。 

2.2 本研究の位置付け 
本研究で提案するシステムは、パーソナルスタイリス

トをシステム化したものとも言える。パーソナルスタイ

リストとは、ファッションにおけるノウハウを知るファ

ッションのプロであり、普段の生活の中の個人を対象に

スタイリングを行うスタイリストで、日本ではまだ新し

い職業である [5]。一人ひとりの好みや目的、ライフス

タイルなどを理解したうえで、総合的に個人の魅力を引

き出すためのプロデュースを行う。ファッションアドバ

イザーもこのようなプロデュースを行うが、服飾用品を

販売する目的を持つファッションアドバイザーとは異な

る。服を着る人自身が意識しにくい専門的な知識、好み、

過去の経験などを、その人に代わって想起し、助言する

パーソナルスタイリストは、本研究にとって参考になる。 

人とモノとの対話という観点からは、メディアイクエ

ーション（media equation）の問題がある[5][6]。これは、

「人はモノを扱うときにも、無意識に社会的に対応して

しまう」というものである。モノに対しても気を使って

しまう事例や、計算機上に表示された画像に対しても、

あたかも実際の人との関係であるかのように対人距離を

感じてしまう事例などが報告されている。本システムの

場合にも、エージェントが文字や音声で話しかけるとい

う行為に対して、ユーザはおそらく、人に対するのと同

様の対応をし、感情を持つものと予想される。このこと

により、あたかも人と会話するように、服と対話して、

その日に着る服を選ぶことができるし、そのときの会話

は「相談」と呼べるものになるはずである。 
人は非常に多くのモノに囲まれて生活している。新垣

らは、生活環境に存在するあらゆるモノのデータから、

ユビキタス環境における人とモノとのインタラクション

支援を考察している[7]。生活の周りのモノがどのように

分布し、どのような場面で、誰に利用されるかを分析す

ることによって、モノが人のアクションに反応し、より

快適な相互作用を実現するための枠組みを提案している。

本研究は、大きくはこのような枠組みの中に位置づけら

れるものであり、人とモノとの相互作用の新たなデザイ

ンである。 

3. 本システムの枠組み 

3.1 基本的機能 
”Talkin’ Closet”は図 1 のような枠組みを持つ。 
ユーザがその日の気分をシステムに登録する。このと

き、気分をカラーパレットから色を選ぶことで表現する。

その後、クローゼットに行く。このとき、選ばれた色の

イメージにもっともマッチする服が最初に、独自の観点

から自分を選ぶように主張を行う。続いて、それに触発

された別の服が異なる観点から自分を選ぶように主張し

始める。ユーザが特定の服を触ると、その服が自分を選

んだことを感謝する（図 2）。この時点で、例えばユーザ

が選んだ服がトップであれば、ボトムの服が、選ばれた

トップとの相性などの観点から自己主張を始める。 
システムは、ユーザがどの服を触ったかを、IC タグの

認識で判断する。ハンガーに IC タグが取り付けられてお

り、小型の IC タグリーダーを手の甲に装着して、服を触

ることにより、IC タグの情報を読み取る。ユーザは、服

を触るという日常的行動を通じて、システムとの連携を

実現できる。図 3 に手の甲に装着した状態の IC タグリー 

 

図 1 システムの基本的な枠組み 

 
図 2 システムとユーザの相互作用 



 
図 3 小型 IC タグリーダー 

 
ダーを示す。この IC タグリーダーはエイピーリファイン

社製で、読み取った IC タグのデータを Bluetooth 通信で

Windows PC に送信する。 
なお、現在のバージョンでは、エージェントの主張は、

クローゼットに設置した PC 画面に文字情報として表示

する形式で実装している。服のエージェントもこの PC
に駐在する。しかしこれは本来の形態ではなく、エージ

ェントの発話は音声で行われるべきものであり、現在そ

の方向で実装を行っている。 
3.2 色彩とイメージ 

(1) 気分の色彩表現 
ファッションコーディネートにおいて重要なことは、

その日のユーザの気分である。気分は表現の難しいもの

なので、システム上でわずらわしい気分の入力を言語で

表現するよりも、「何となく」選ぶことのできる入力方法

であることが望ましい。 
そこで、色を用いて気分を表現することを考える。我々

はこれまでの研究から、色彩によって気分をうまく表現

できることを確認してきた[8]。今回は、日本カラーデザ

イン研究所が提案している色彩と言語イメージとの対を

用いて気分を表現することとした。日本カラーデザイン

研究所では、10 色相と 12 トーン、合計 120 の有彩色と

10 の無彩色からなる計 130 カラーシステムを作り出し、

これらの色を Warm-Cool、Soft-Hard の 2 軸で分類して

いる[9]。また、これら 130 色の感性を 180 の形容詞と関

連付けして言語イメージスケールとしてまとめている

（図 4）。 
本システムでは、PCCS 表色系システムに準じた 144

色からなるカラーパレットを用意し、気分に応じた色を

ユーザに選んでもらう（図 5）。 
(2) 色彩に基づく服の特性の決定 
選択された気分に対して、類似の色の服が主張を行う。

このとき、服に色に応じた性格を与え、性格に合った主

張の仕方を行うこととした。 
図 4 のカラーイメージシステムは色相、明度、彩度に

対しても形容詞を対応づけたものとなっている。このカ

ラーイメージシステムをもちいることで、選ばれた気分

（色彩）に対応する形容詞を見つけ、その形容詞に対応

する色相、明度、彩度を持つ服が発現権を得るようにし

た。例えば、ユーザが気分として赤を選んだ場合、赤は

激しさをイメージさせることから、同様に激しさをイメ

ージさせる非赤のビビッドトーンの服が発現することが

できる。 
(3) 服の個性 
服に個性を付与する。個性は服の主要な色に基づいて、

カラーイメージシステムに基づいた形容詞に相当する個

性を考慮する。例えば、赤は「激しい」「快活な」などの

形容詞と関連づけられており、赤い服はこれらを個性と

して付与される。服に対応するエージェントは、これら 

(a) 130 色の分類 

(b) 色に対する言語イメージスケール 
図 4  130 色のイメージスケール 



 

図 5 気分を入力するカラーパレット 

 
図 6 システム構成 

の個性に基づいた主張の仕方をする。すなわち、赤い服

は激しい主張の仕方を行い、青い服は理路整然とした主

張の仕方をする。 
3.1 システム構成 
図 6 にシステム構成を示す。現在は色彩に関連するデ

ータベースが中心になっていて、他のデータについては、

過去にある服を着たときの経験に関する履歴データベー

スや個人の司祭の好みに関する個性データベースなど、

限られた種類のみを実装している。現在、インターネッ

ト経由で天気予報を取り込む機能や、体型、値段（グレ

ードを表す）などに関するデータベースを実装中である。 
試作したプロトタイプシステムは Windows PC 上で

Java を用いて構築されている。図 7 に、エージェントが

主張している様子を示す。 

4. あとがき 

毎朝着る服を選ぶときに、服が自己推薦する環境を施

策した。これまでに、実験協力者による簡単な使用実験

を実施した。そこでは、「面倒な毎日のコーディネートを

服が話してくれることで楽しく選べる」「服が意見を主

張するところが楽しい」などの好意的な評価が得られて

いる。また「ひとりで選んでいる気がせず、自信を持て

る」という意見もあった。我々の目的は本システムによ

って部分的に達成されていると判断できる。 
しかし現在のプロトタイプシステムはまだ不十分なも

ので、我々の最終目標とはまだかなりの距離がある。現

在、機能を拡張した改良型のシステムを実装中である。 
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図 7 エージェントの主張の様子 
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